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(49.1.1現在)

世帯数 666 

人口 2，592
男子 1，307 

女子 1.，285. 

(48.1.1現在)

世帯数 678 

人口 2，704
男子 1，354 
1ζ 守ー 1.350 

(47.1.1現在〉

世帯数 682 

入口 2，842
男子 1，429 
女子れ413
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九
O
%が

リ
タ
ー
ン
酬

成

人

者

酬

公
害
、
人
間
蔵
外
の
は
げ
し
い
都
市

か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
良
容
を
求
め
正
月

に
帰
る
若
者
た
ち
。
こ
の
機
会
に
一
人

で
も
多
く
成
人
式
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
と
ね
が
っ
て
、
今
年
も
正
月
の
一
一
一

目
、
練
り
よ
げ
成
人
式
そ
行
な
い
ま
し

た。転
出
し
て
お
ら
れ
る
該
当
者
へ
の
曙

び
か
け
に
つ
い
て
、
区
長
さ
ん
、
部
務

長
さ
ん
に
は
大
変
ご
協
力
い
た
だ
念
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
成
人
者
の
九
十
%
が
村
外
転

出
者
で
あ
り
、
成
人
式
の
た
め
に
ふ
る

さ
と
へ
帰
っ
て
来
た
若
者
で
あ
る
こ
と

が
注
目
を
浴
び
ま
じ
た
。
ま
た
懇
談
会

等
で
話
し
合
っ
て
み
て
、
す
べ
て
の
成

人
者
が
、
高
度
な
識
見
と
折
り
日
正
し

い
態
度
に
力
強
く
貯
感
を
覚
え
ま
し

た。
乙
の
成
人
者
遥
の
生
ま
れ
た
の
は
昭

和
二
十
九
年
で
す
か
ら
、
戦
後
の
混
乱

も
飢
餓
も
知
ら
ず
、
す
く
す
く
と
成
長

し
、
高
度
成
長
|
l
髄
済
繁
栄
の
中
で

入
閣
を
形
成
し
て
き
た
若
者
選
で
す
。

当
時
の
農
村
を
思
い
起
乙
せ
ば
、
都

会
に
働
き
口
が
な
ぐ
1

農
村
に
は
お
び

た
だ
し
い
数
の
若
者
が
溢
れ
、
二
、
一
一
一

男
対
策
に
悩
叫
時
代
で
あ
り
ま
し
た

が
、
な
ぜ
か
農
村
に
は
あ
る
種
の
活
気

ー
が
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
若
者
を
失
っ
た

今
の
醐
田
村
と
避
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

と
も
あ
れ
、
成
人
者
代
表
は
謝
辞
の

中
で
「
私
達
は
都
会
に
出
て
始
め
て
、

郷
土
の
自
然
の
よ
さ
、
人
の
心
の
豊
か

さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ふ
る
杏

と
を
忘
れ
ず
萌
張
り
ま
す
」
と
力
強
く

述
べ
て
式
そ
閉
じ
ま
じ
た
川

J

乙
の
日
か
ら
文
字
ど
持
り
J
そ
れ
ぞ

れ
が
小
さ
な
額
車
と
な
っ
て
祉
会
拳
加

し
て
い
く
新
し
い
大
人
達
へ
、
心
か
ら

な
る
温
か
い
声
援
を
送
り
た
い
も
の
で

す。

主
品
向

ll

一

，

FEe



居

合

宮

山

括

的

ー

キ

!

と

乙

一

を

撰

べ

一

件

官

名

人

議

室

事

醤

が

な

く

て

、

一

回

避

び

友

だ

ち

を

す

く

、

し

た

が

っ

γ
歯
尽
ぃ
。

一
島
分
ひ
と
り
せ
楽
し

2惑
い

ろ

一

持

つ

、

李

に

仕

込

め

ば

喜

を

す

る

こ

と

一

い

ろ

あ

砂

雪

一

，

輔

、

今

年

は

「

虎

告

で

す

。

虎

は

ラ

l
ル
、
ウ
ス
リ
!
、
中
国
東
北
部
の
怯
ラ
イ
オ
シ
に
ぎ
な
い
q
寿
命

一
だ
れ
に
で
も
で
き
る
の
が
響
。
こ
一
乙
れ
ま
で
に
あ
げ
た
い
ろ
い
ろ
な
主
オ
ン
に
共
に
轟
皇
と
し
て
親
モ
ウ
コ
ト
ラ
は
一
番
北
に
い
る
ト
は
ニ
十
五
年
く
ら
い
。
ま
っ
た
ト

患
に
な
っ
て
本
当
に
本
選
み
た
く
一
び
に
は
、
た
い
て
い
同
じ
遊
び
毒
む
↓
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
信
号
、
良
が
も

2
焼
く
、
毒
品
い
わ
ゆ
る
ヌ
食
い

5M

一
刊
訂
白
河
川
が
ば
れ
れ
訪
問
訪
問
的
話
、
単
一
立
特
U

刊
誌
持
古
河
川
軒
丸
一
向
諮
問
れ
な

一
時
鷲
見
に
い
く
ζ
と
を
無
よ
の
諜
一
関
雪
仙
の
譲
が
探
く
な
り
、
孤
独
{
↓
ザ
ど
に
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
ま
主
リ
馬
だ
廿
に
い
る
。
ネ
コ
習
で
最
も
大
き
い
動
物
喜

一
じ
み
ぷ
し
て
い
る
。
奪
払
わ
な
い
で
に
陥
ら
ず
、
生
謀
議
芝
こ
と
な

Z

L

一
一
「
虎
の
警
借
る
狐
」
で
は
、
構
犬
室
内
}
は
露
地
に
よ
っ
て
異
る
る
む
い
認
で
い
る
10

;

ド

一

出
H
け
ん
い
い
-
出
叫
ん
一
題
提
出
向
調
和
一
一
諮
問
一
一
一
一
時
間
中
町
一
部
的

託
協
伊
良
話
一
幹
諮
問
一
時
打
日
経
詩
科
刊
日
老
人
ク
ラ
ブ
一
一
路
市
臨
龍
一
…
一
世
間
一
時
即
日
訴
訟
均
一
時

壁掛

2
5閲す
る
と
五
に
若
い
金
の
一
号
、
老
言
語
め
て
必
要
ア
よ
さ
フ
ブ
と
時
間
じ
よ
芸
人
た
ち
土
人
君
古
く
か
ら
認
め
て
い
る
水
に
は
い
系
、
裁
は
占
言
語
、
第
ど
に
よ
り
、
ぎ

g
i議
1
5
1
j
i
l
t
-
J一
歩
ル
之
作
っ
て
楽
し
く
過
と
す
一
一
と
こ
ろ
で
す
。

42ロ
メ
ー
ト
ル
も
き
を
が
で
か
必

-P2851

2と
で
す
と
事
主
租
揺
ら
せ
る

S
一

一

一

h

砂
一
/
一
一
一
と
い
う
意
味
で
完
こ
の
ご
ろ
会
園
に
一
『
以
下
、
「
虎
」
に
つ
い
て
百
科
事
言
。
季
最
下
手
で
あ
る
o
食

す

な

わ

ち

議

案

義

的

忠

義

立

が

で

き

急

の

で

す

。

一

一

間

一

本

一

W

一
一
一
い
は
刊
行
お
こ
の
四
日
刊
誌
一
典
か
ら
引
用
‘
少
し
書
い
て
み
ま
物
は
鹿
、
レ
イ
号
、
イ
ノ
シ
シ
な
語
、
患
の
菌
性
費
回
戦
」
話

q
臨
問
、
第
四
施
設
4

回

歌

と

踊

り

回

日

一

白

J

一

片

一

一

一

h

i

一

す
0

.

2

ど
で
、
乙
れ
ら
に
忍
び
よ
り
、
飛
び
て
く
る
和
一
禽
の
ト
ヲ
退
袷
な
ど

譲
{
松
盛
歌
雪
元
う
と
い
5
乙

一

三

読

一

二

一

日

訪

日

日

時

九

日

給

品

「

虎

」

は

ア

ジ

ア

特

産

の

ネ

コ

科

か

か

ヨ

て

殺

す

が

、

警

警

は

有

名

g
i
g
E

一
員
の
方
々
は
キ
と
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
一
一
二
日
一
-
)
司
一
一
意
書
道
、
職
、
俳
句
、
一
極
歌
、
囲
一
の
猛
獣
で
、
ラ
イ
多
国
様
九
亜
種
る
だ
け
殺
す
一
還
が
あ
る
。
乙
の
点

E
一
斉
摘
一
ず
。
そ
し
て
ま
た
警
習
一
一
ト
一
挙
一
と
ェ
一
一
宮
、
将
棋
、
豪

2
3、
あ
く
ら
い
に
舎
ら
れ
る
。
ラ
イ
オ
ン
は
満
腹
す
る
と
寺
に

手
町
村
山
麓

2と
は
た
い
へ
ん
よ
ろ
一
一
り
一
美
一

F
リ
一
一
一
と
は
ベ
禁
守
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
一
層
、
休
の
よ
面
は
章
一
幕
震
が
い
て
も
き
と
め
な
い
三

宮

器

包

‘

了

り

一

一

シ

一

E
C
一
び
ク
一
一
ず
共
同
客
室
で
み
ず
か
ら
そ
み
が
-
び
た
か
っ
色
て
下
面
、
四
肢
の
内
の
ほ
か
鳥
類
、
乙
ん
虫
類
な
ど
も
食

お
む
の
こ
も
す
る
お
守
は
老
人
一
つ
.
一
長
一
遊
レ
-
一
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
急
、
そ
の
ク
字
以
内
日
付
自
三
金
者
黒
ベ
ド
期
間
は
一
一
一
定
く
ら
い
二

ん
。
一
ク
ラ
ブ
の
旅
行
に
そ
な
え
一
一
一
戸
、

3

一
一
一
員
の
老
化
を
防
ぎ
、
人
生
の
喜
び
を
改

b

}

哩

i
i↑jit--「
t
l
t
L士
、

可

!

ル

、

イ

ン

ド

、

マ

ラ

イ

半

腹

ニ

2
四
頭
の
美
し
い
条
班
の
あ
る

↓
て
「
知
床
旅
一
情
」
の
レ
コ

F
U
m引
U
U引
引

u
u
u
u
m弘
一
め
て
感
じ
さ
せ
る
組
織
で
す
。

館
〉
一

l
Z買
っ
て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
一
重
と
な
る
の
で
す
。
ア
老
人
ク
ラ
ブ
ば
ん
ざ
い
4

島
か
ら
げ
ン
ド
シ
ナ
に

ιベン
ガ
…
;
畳
む

fフ
イ
オ
ン
よ
り
成
長

一
い
習
っ
た
6

そ
の
事
態
度
が
ま
た
お
一

a

一

2
T次
号
)
ル
ト
ラ
力
基
種
で
色
は
漉

b
o
Z
カ
速
く
、
半
年
た
て
ば
自
分
で
獲
物

一

f

一

国

学

び

、

習

う

態

度

{

一

も

し

ろ

い

の

で

す

。

民

謡

に

よ

る

踊

り

一

一

↓
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
西
洋
ダ
ン
ス
、
ぃ
一
同
じ
遊
び
で
・
も
消
費
的
な
遊
び
で
な
.

一
ず
れ
も
結
構
で
す
。
「
乙
ぷ
と
り
じ
い
一
く
、
自
分
自
身
の
技
椅
が
向
ょ
す
る
遊

一
さ
ん
」
も
歌
っ
て
お
ど
っ
て
若
返
り
ま
一
び
が
も
っ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

)

し

た

。

一

書

道

で

も

、

し

ろ

う

と

な

が

ら

の

絵

で

眠
一
回
お
茶
、
お
花
、
手
芸
一
も
、
短
歌
、
俳
句
、
そ
れ
に
荊
や
パ
ラ

均

一

一

の

園

芸

、

そ

の

他

い

ま

ま

で

述

べ

た

い

市
一
女
憎
い
多
い
趣
味
の
世
界
で
す
が
、
一
ろ
い
ろ
の
堤
ひ
の
領
一
芳
中
で
、
自
分

釦
-
乙
れ
も
ま
た
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
い
。
ぃ
一
の
仕
上
げ
た
作
品
が
前
よ
り
よ
い
の
が

噌
一
ず
れ
も
、
熱
心
に
習
い
、
く
ふ
う
を
一
で
き
た
、
選
に
は
い
っ
た
な
ど
は
非
常

会
一
し
、
新
し
い
手
法
を
研
究
す
る
要
素
が
一

制

一

そ

こ

に

あ

り

ま

す

。

“

.

描

一

茶

立

て

の

会

、

お

花

の

展

覧

会

、

作

一

一

ル

ヂ
一
品
を
発
表
す
る
手
芸
、
た
と
え
ば
編
一

山
一
物
、
彫
り
物
等
々
、
そ
れ
そ
出
品
す
る
一
}

ゆ
一
乙
と
へ
の
は
島
ぃ
、
入
選
し
た
こ
と
…

一
の
喜
び
。
な
に
か
年
ぞ
と
る
こ
と
そ
忘
則

一
れ
、
自
分
の
技
術
が
進
接
し
て
若
い
時

U

副
代
が
官
吋
ひ
帰
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る

E

も
の
で
す
が
、
そ
の
己
と
は
、
若
い
て，. 

みどりの犬敵/
松くい虫を駆除しましょう

当

iず 1

ぜヨ

四四幽曲・・回目

必虎

年
iζ 

ち

な I
ん

で

」一一I

マ
ツ
は
、
同
一
す
。
乙
の
松
く
い
虫
を
県
民
総
ぐ
る
み
一
は
、
ま
ず
最
初
に
葉
の
色
が
黄
白
色
に
乙
れ
は
八
2
十
月
末
ま
で
に
行
な
う

本
の
伝
統
的
な
一
で
駆
除
し
、
霊
の
マ
ツ
を
守
り
ま
し
変
色
し
、
生
気
が
な
く
な
り
、
続
い
て
一
方
法
で
、
霊
い
二
寄
り
を
行
な
い

景
観
を
保
つ
5
一

2
・
一
二
年
葉
の
塞
が
始
ま
り
、
葉
は
次
第
一
枝
、
幹
、
震
に
薬
剤
(
乳
母
長

え
に
大
き
な
役
一
。
松
く
い
虫
と
は
一
に
茶
か
っ
色
と
な
り
枯
死
ル
ま
す
。
一
布
す
る
。

割
を
果
た
し
て
一
カ
ミ
キ
リ
虫
類
、
ゾ
ウ
虫
類
、
キ
ク
一
。
防
除
の
し
か
た
一
二
、
予
防

号
、
同
時
に
一
イ
虫
類
な
ど
の
穿
孔
性
昆
虫
(
約
四
O
一
マ
ツ
を
枯
死
さ
せ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
一
地
よ
か
ら
震
に
よ
り
予
防
剤
左

翼
材
、
パ
ル
一
撃
を
総
称
し
た
も
の
で
、
一
函
般
的
皇
に
与
一
ン
話
虫
の

2「
運
雪
び
麗
塵
」
と
点
い
わ
究
れ
る
季
マ
ツ
之
十
木
木
否
木
の
枝
の
富
部
雲
面
里
に
ゆ
室
き
や
定
た
苧
毛
雲-「よ.4 
仇

プ
Zの原震材料宝と与一ママツおの健雲金木奈が枯詰れる亀場
A注
間
母
は
、
カ
ア
マ
ダ
ラ
カ

し
て
、
さ
ら
に
一
ミ
キ
リ
虫
類
の
一
ご
一
種
櫨
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
一
は
次
の
と
お
り
で
す
。
駆
除
は
明
回
で
一
ニ
回
)

w

棄
と
し
て
、
一
ラ
ダ
ラ
ぎ
キ
リ
が

7
二
年
棋
に
一
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
今
す
ぐ
行
な
い
ま
し
一
震
の
す
す
め
室
長
し
い
こ
と

私
た
ち
の
日
常
一
飛
来
し
、
か
じ
る
際
、
体
内
に
寄
生
し
一
ょ
う
。
一
は
、
背
町
村
役
場
、
森
林
組
合
、
暴

露
に
密
着
し
一
た
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
虫
が
侵
入
し
、
書
、
駆
除
一
務
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

た
樹
木
で
す
一
室
、
水
分
童
書
し
、
表
現
枯
一
⑨
は
く
皮
、
焼
却
に
よ
る
駆
除
一
一
副

UEEEか引…

が
、
現
在
宅
一
死
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
室
弱
し
た
マ
一
乙
れ
は
季
日
行
な
う
方
法
で
、
被
士
育
つ
豊
か
な
緑

に
松
く
い
虫
が
一
ツ
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
一
盛
岡
木
を
切
り
倒
し
、
皮
を
は
ぎ
、
皮
、
一

7

震
発
生
し
そ
に
ソ
ウ
虫
章
ク
イ
虫
が
侵
入
し
、
祐
一
空
一
緒
に
幼
虫
義
霊
長
、
又
一
愛
媛
県
松
〈
い
虫
対
策
本
部

の
存
在
さ
え
危
一
死
を
は
や
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
は
薬
剤
(
油
剤
〉
を
ま
ん
べ
ん
に
散
布
一

(ζ
の
運
動
は
県
連
青
年
国
で
も
と
り

4

う
く
す
る
状
態
一
J
A
V
被
害
木
の
見
分
廿
か
た
一
す
る
?
!
日
「

1-組
ん
で
お
り
、
資
料
も
河
辺
村
青
年
団

に
な
っ
て
い
ま
一
松
く
い
虫
に
食
害
さ
れ
た
被
害
木
一
⑨
讃
剤
に
よ
る
駆
除
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
}
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